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1. 2021年5月期第2四半期の業績（2020年6月1日～2020年11月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年5月期第2四半期 449 2.9 119 11.8 122 10.8 84 7.6

2020年5月期第2四半期 436 36.0 107 568.2 110 488.2 78 518.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年5月期第2四半期 26.43 ―

2020年5月期第2四半期 24.62 ―

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2021年5月期第2四半期 1,895 1,728 91.1

2020年5月期 1,883 1,660 88.1

（参考）自己資本 2021年5月期第2四半期 1,728百万円 2020年5月期 1,660百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年5月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

2021年5月期 ― 0.00

2021年5月期（予想） ― 11.00 11.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2021年 5月期の業績予想（2020年 6月 1日～2021年 5月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,100 4.8 330 13.8 333 13.3 226 13.0 70.90

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記　(4)四半期財務諸表に関する注記事項 （四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の

適用）」をご覧ください。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年5月期2Q 3,300,000 株 2020年5月期 3,300,000 株

② 期末自己株式数 2021年5月期2Q 100,407 株 2020年5月期 108,183 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年5月期2Q 3,194,105 株 2020年5月期2Q 3,186,233 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績予測等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実な要素を含んで
おります。実際の業績等は、業況の変化等により上記予想数値と異なる場合があります。

なお、上記の予想の前提条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　(3)業績
予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間(2020年６月１日から2020年11月30日まで)におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感

染症の拡大により停滞していた経済活動が各種施策の効果もあり再開されつつあるものの、感染収束時期の目途が

立たないことから影響の長期化が懸念され、先行き不透明な状況で推移しております。

このような環境において、当社は、引き続き防災・防犯・救急といった安心・安全に係わる分野を中心に地方自

治体等に対してクラウドサービスやGIS関連の受託開発の受注獲得に努め、なかでも全国の消防本部等に向けて

「NET119緊急通報システム」や当事業年度より提供を開始した映像通報システム「Live119」を積極的に提案いたし

ました。

また、感染症対策として非接触やリモートによる住民サービスの導入を進める地方自治体において「Live119」の

機能を応用した映像通話システム「LiveＸ」の実証実験を開始する等、新たな需要への対応にも取り組みました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高につきましては、前年同四半期と比較してライセンス売上の減少に

加え、受託開発の納期が第３四半期以降に集中し、当会計期間に納期が到来した案件が少なかったことから受託開

発売上が減少しましたが、クラウドサービスの利用料収入の増加により、449,688千円（前年同四半期比2.9％増）

となりました。

利益につきましては、売上高の増加及び売上高総利益率が4.4ポイントアップしたことにより、営業利益は

119,722千円（前年同四半期比11.8％増）、経常利益は122,282千円（前年同四半期比10.8％増）、四半期純利益は

84,413千円（前年同四半期比7.6％増）となりました。

なお、当社事業は顧客の決算期が集中する３月に売上計上される受注が多いため、第４四半期会計期間に売上高

が偏重する傾向があることから、各四半期の業績に季節変動があります。

また、当社は地理及び位置情報事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

（２）財政状態に関する説明

　①資産・負債及び純資産の状況

当第２四半期会計期間末における総資産は、1,895,995千円となり、前事業年度末と比較して12,475千円の増加と

なりました。これは主に、現金及び預金が242,006千円、投資有価証券が29,989千円それぞれ減少した一方で、金銭

の信託が200,000千円、仕掛品が45,996千円、売掛金が28,370千円それぞれ増加したことによるものであります。

負債は、167,861千円となり、前事業年度末と比較して55,533千円の減少となりました。これは主に、未払消費税

等が25,608千円、未払法人税等が20,025千円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産は、1,728,134千円となり、前事業年度末と比較して68,009千円の増加となりました。これは主に、利益剰

余金が52,495千円、資本剰余金が14,791千円それぞれ増加したことによるものであります。

　②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前事業年度末に比べて62,006

千円減少し、466,701千円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において営業活動の結果支出した資金は、39,968千円（前年同四半期比17,560千円増）

となりました。これは主に、税引前四半期純利益が122,282千円あった一方で、法人税等の支払額が57,213千円、

たな卸資産の増加額が45,949千円、売上債権の増加額が28,370千円、未払消費税の減少額が25,608千円あったこ

とによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において投資活動の結果獲得した資金は、9,762千円（前年同四半期比31,826千円減）と

なりました。これは主に、定期預金の預入による支出が20,000千円あった一方で、有価証券の償還による収入が

30,000千円あったことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において財務活動の結果支出した資金は、31,800千円（前年同四半期比8,013千円増）と

なりました。これは主に、配当金の支払によるものであります。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年５月期の業績予想につきましては、2020年７月９日に公表いたしました数値から変更はありません。

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2020年５月31日)

当第２四半期会計期間
(2020年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,548,708 1,306,701

売掛金 84,839 113,209

金銭の信託 - 200,000

商品 - 165

仕掛品 10,144 56,141

貯蔵品 2,366 2,153

その他 17,009 21,621

貸倒引当金 △84 △113

流動資産合計 1,662,983 1,699,880

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,906 3,724

工具、器具及び備品（純額） 4,964 4,189

有形固定資産合計 8,871 7,913

無形固定資産

ソフトウエア 1,569 873

無形固定資産合計 1,569 873

投資その他の資産

投資有価証券 163,883 133,894

その他 46,212 53,434

投資その他の資産合計 210,095 187,328

固定資産合計 220,536 196,115

資産合計 1,883,519 1,895,995
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(単位：千円)

前事業年度
(2020年５月31日)

当第２四半期会計期間
(2020年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 19,144 14,138

未払法人税等 63,329 43,303

未払消費税等 33,652 8,043

賞与引当金 - 8,807

その他 53,844 45,893

流動負債合計 169,970 120,186

固定負債

長期未払金 19,965 19,965

その他 33,459 27,709

固定負債合計 53,424 47,674

負債合計 223,394 167,861

純資産の部

株主資本

資本金 363,950 363,950

資本剰余金 366,314 381,105

利益剰余金 939,806 992,302

自己株式 △10,518 △9,809

株主資本合計 1,659,552 1,727,548

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 572 585

評価・換算差額等合計 572 585

純資産合計 1,660,125 1,728,134

負債純資産合計 1,883,519 1,895,995
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2019年６月１日
　至 2019年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2020年６月１日
　至 2020年11月30日)

売上高 436,973 449,688

売上原価 150,095 134,577

売上総利益 286,877 315,111

販売費及び一般管理費 179,797 195,388

営業利益 107,079 119,722

営業外収益

受取利息 50 30

受取配当金 8 8

有価証券利息 1,520 630

助成金収入 1,387 1,639

その他 306 250

営業外収益合計 3,274 2,560

経常利益 110,354 122,282

特別利益

投資有価証券売却益 3,399 -

特別利益合計 3,399 -

税引前四半期純利益 113,754 122,282

法人税等 35,321 37,869

四半期純利益 78,432 84,413
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2019年６月１日
　至 2019年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2020年６月１日
　至 2020年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 113,754 122,282

減価償却費 2,247 1,984

貸倒引当金の増減額（△は減少） 40 28

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,987 8,807

受取利息及び受取配当金 △58 △39

有価証券利息 △1,520 △630

投資有価証券売却損益（△は益） △3,399 -

売上債権の増減額（△は増加） △40,366 △28,370

たな卸資産の増減額（△は増加） △57,550 △45,949

仕入債務の増減額（△は減少） 5,041 △5,006

未払金の増減額（△は減少） 519 △452

預り金の増減額（△は減少） △1,231 △571

未払消費税等の増減額（△は減少） △3,777 △25,608

前受収益の増減額（△は減少） △5,509 △8,186

長期未払金の増減額（△は減少） △7,465 -

その他 2,559 △1,742

小計 11,270 16,544

利息及び配当金の受取額 2,187 700

法人税等の支払額 △35,865 △57,213

営業活動によるキャッシュ・フロー △22,408 △39,968

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 - △20,000

有価証券の償還による収入 58,000 30,000

有形固定資産の取得による支出 △1,578 △237

投資有価証券の取得による支出 △20,563 -

投資有価証券の売却による収入 3,400 -

貸付金の回収による収入 2,332 -

投資活動によるキャッシュ・フロー 41,589 9,762

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 - △52

配当金の支払額 △23,786 △31,747

財務活動によるキャッシュ・フロー △23,786 △31,800

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,605 △62,006

現金及び現金同等物の期首残高 378,724 528,708

現金及び現金同等物の四半期末残高 374,119 466,701
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。

　


